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1. 　 「全国道場対抗剣道大会」は、師弟同行の精神を主眼にし、小学生から大人で構成    
する団体戦で、道場の先輩・後輩・指導者が協力して臨む大会であり、道場単位で道場
間の交流の場を図る事と、開催は各都道府県支部による持ち回りとする事で剣道普及
と地元剣道の活性化に寄与する事を目的とする。

　 「全国道場少年剣道選手権大会」は、男女別による小・中学生の個人戦（全４部門）
で、各都道府県で予選会を勝ち抜いた有力選手が力を競い合い、小・中学生剣士の
日本一を決定するにふさわしい大会を開催し、将来を担う少年少女剣士の健全なる
育成に寄与する事を目的とする。

2. 平成28年10月9日（日）

午前8時00分～8時30分
午前8時45分
午前9時00分
午前9時30分予定

3. 広島サンプラザ
    〠733-0833
            広島県広島市西区商工センター 3-1-1
          　　　　 TEL   082-278-5000

4. 一般財団法人　全日本剣道道場連盟

5. 広島県剣道道場連盟

6. スポーツ庁・日本財団 ・ 全日本剣道連盟　他

７.
団体戦・個人戦共にトーナメント方式とする。
優勝・準優勝・三位（２チームまたは２名）を決定する。三位決定戦は行わない。

試 合 方 法

要　　項　　（抜　　粋）
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第 34 回 全 国 道 場 対 抗 剣 道 大 会

全 国 道 場 少 年 剣 道 選 手 権 大 会
( 第 41 回 小 ・ 中 学 生 男 子 の 部 )

( 第 34 回 小 ・ 中 学 生 女 子 の 部 )

平成28年4月1日
道場対抗剣道大会出場団体 御中

少年剣道選手権大会出場団体 御中
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８. 試合と審判
Ａ 団体戦（全国道場対抗剣道大会）

（１）選手構成（年齢の基準は、大会前日１０月８日とする）
　先鋒 　　小学生
　次鋒 　　中学生
　中堅 　　高校生以上２９歳以下
　副将 　　３０歳以上
　大将 　　４０歳以上（４０歳以上であれば年齢は副将より年下でも可）

（２）　 全日本剣道連盟 剣道試合・審判規則並びに細則に従って行うほか、本大会の
申し合わせ事項に従って行う。
　 中学生の 「上段の構え」、「突き技」 については、（公財）日本中学校体育連盟
剣道部申し合わせ事項に準じ禁止とする。（但し隻腕の場合は、事前に大会本部
に連絡をする。小学生もこれに準ずる)

（３） 　試合時間は、先鋒・次鋒は３分、中堅・副将・大将は４分とし、３本勝負で時間内
に勝敗が決しない場合は、引き分けとする。

（４）　 勝敗は勝者数法とし、勝者数が同数の場合は、総本数の多い方を勝ちとする。
総本数が同数の場合は、代表者戦を行う。 代表者戦は、その試合の最後に引き

分けた者で行う。 試合時間は先鋒・次鋒は３分、中堅・副将・大将は４分、１本勝負
で行い、勝敗が決しない場合は、延長戦を時間を区切らず勝敗が決するまで行う。

（５）竹刀の規定
　 全日本剣道連盟　剣道試合・審判規則並びに細則に準ずる。
　 小学生は１１１ｃｍ（３尺６寸）以内とする。

（６）選手の変更
　 申込期日以降の団体戦の選手の変更は、試合当日欠員のポジションに、資格
を満たした者を 当該チームの最初の試合開始までに、各試合場の審判主任に 
届け、許可を得た上で出場する。

（７）小・中学生選手は少年剣士会員章（ワッペン）を右上腕部につけること。

Ｂ 個人戦　　(全国道場少年剣道選手権大会)
　第41回小学生男子の部 ・ 中学生男子の部
　第34回小学生女子の部 ・ 中学生女子の部の４部門で行う。

（１）　 団体戦の規定に準じ、試合時間は小学生・中学生ともに３分、 ３本勝負で行い、
時間内に勝敗が決しない場合は、延長戦を２分行う。決着が着かない場合は、判定
において勝敗を決する。

（２）

②  技能の優劣及び反則の有無。

（３）　 欠員の場合は、不戦扱いとする。

（４）　選手は少年剣士会員章（ワッペン）を右上腕部につけること。

　 判定の要件は、道場連盟申し合わせ事項により下記の順で決定する。
①  試合態度の良否(積極性及び姿勢態度)。
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９.
（１）　  大会中の負傷または疾病に対して主催者側は応急処置を施すが、それ以外の

 責任は負わない。

（２）　 主催者は大会中の出場選手に対し、傷害保険に加入する。

（３）　 小・中学生については、少年剣士会員章（ワッペン）に付帯している保険で対応する。

10.
        　　 団体戦・個人戦（４部門）

（１）　 優勝（チーム･者）に優勝旗を授与する。（持ち回り）

（２）　 優勝・準優勝・三位（２チーム・２名）及びベスト８（敢闘賞４チーム・４名）を表彰し、

（３） 　参加選手に対して参加賞を授与する。

11. 大会事務局

  　　〠739-2628
東広島市黒瀬楢原東2-23-18

広島県剣道道場連盟　事務局長
　　　　　　　　村山三哉
 TEL　0823-82-3300 　FAX　0823-83-0281

12.

参加者の経費（旅費・宿泊費等）は、各自負担とする。

13.
（１）　 試合者の目印（紅白たすき）は、各自持参し、着脱も行うこと。

　 プログラムによる番号の若い方を赤とする。　　　　　　　　　　　　      　

（２）　 試合者の名札（垂ネーム）は必ず、道場名と個人名の入ったものを使用すること。

（３）　 団体戦出場チームは、オーダー表を各団体で準備し、大会当日受付へ提出する。

　 オーダー表の寸法は、下記の通りとする。

オーダー表は左から団体名・先鋒・次鋒・中堅・副将・大将の順に、黒字「楷書」で
記入すること。

２０㎝

(高さ)

大

先
鋒
 

名

次
鋒
 

名

中
堅
 

名

副
将
 

名

大
将
 

名

オーダー表 サイズ

(一般的な模造紙の1/4サイズ)

７９cm (全幅)
６等分 ６等分

団
体
名

先 次 中 副 ７㎝

経 費

準 備 品 等

傷 害 処 置

表 彰

賞品を授与する。
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